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　笑い は百薬の長，笑 う門には福来る， とい うこ とわ
ざがある よ うに，笑い とい う感清は 古来か らポ ジテ ィ

ブなもの だとされてきた。また近年，学術的 にも， ポ
ジテ ィブ心理 学やq ）Lな どの文脈で 、幸福な感情にっ

い て の 注 目が集ま っ て い る （島本 ・河嶋 ・臼田 ・荒牧
　2014）。

　幸福な感膺， 特に笑い につ い て の研究には 、 他者の

存在によ り笑い 表出の度合い が上 が る （大森 ・千秋
2008）とい っ た社会心理学的な研究 ， 前頭葉機能の 活

性化 （畑野　2007） 、 免疫系の活 性 （伊丹 ・昇 ・手嶋
　1994）とい っ た生理学的な研究があるが 、 面白さを
行動分析的に扱っ た研究は見あたらない

。

　笑いや面 白さを行動分析的に扱 う，とい うことは，
それ 自体の弁別刺激 ， 反応 ， 強化子などとして の機能
を明らかにするこ とで あると言 えるだろ う、 本研究で

は，強化子 として の面 白さの機能に焦点をあてた。

　強化子 と し て用い られ る刺激は ， 成人 の 場合ポイ ン

トもしくはお金に代えられるポイ ン トが
一
般 的で あ る

（GaliZio＆Buskist
，
1988）、 他 に、 大学の 単位 （Cdtd丗

軈i鍔黜鑷昏饗 珀憎藩鰓卿噛臨
の 強化効力を検討 した研究は見あたらない

。

　本研究で は、面 白さを引き起 こす刺激として の ダジ

ャ レ （同音異義表現を用い た短文）が ヒ トの 強化子 と
して機能するの か、機能するとすればどの程度行動を
強化するの か を検討した 。

　　　　　　　　　　方　法
Web サイ ト （ダジャ レ ・ステーシ ョ ン 1面白い ダジ

ャ レ駄 洒落／だじゃれ総合サイ ト （httP：／／dajamjjp／s

eardh ／））に掲載されて い たダジ ャ レの うち、 大学生1
76名に対 して実施した質問紙による予備調査におい て、
面 白さの評点が高か っ た 143個の ダジャ レを用い て2つ
の 実験を行 っ た。
　実験1は 、 タ ッ チ ス ク リーン画面上部に呈示 された左
右 どちらか一方 の 四角形をタ ッ チする と、予備調査で

選定 したダジ ャ レ の一
つ が5秒間呈示 された。もう

一
方

の 四角形 をタ ッ チす る と， 何も呈示 されなか っ た 。 1
回の 選択を1試行とし、12試行1セ ッ シ ョ ン とした （最
初の 2試行は強制選択）。

セ ソ シ ョ ン ごとに、ダジャ レ

をもた らす四角形の位置を左右逆転させた 。 ダジ ャ レ

を呈示する順番、強制選択の 左右の順番、ダジャ レ が

呈示 される四角形の位置につ いてカ ウン ターバ ラン ス

を とっ た。 2セ ッ シ ョ ン を1ブ ロ ッ クとし，連続する3
ブ ロ ッ クで各ブ ロ ッ クの ダジャ レ選択試行数に上昇傾
向も下降傾向もなく，そ の 差が± 2以内で あるとい う
安定基準に達するか ， 13セ ッ シ ョ ン を経過 した ら， 実
験を終了 した。参加者は大学生11名で あっ た。
　実験2で は、実験 1で何も出なか っ た方 に 「100」 と呈

示する条件を行い 、そ の条件で ダジャ レ が呈示 され る
方を有意に選好した参力睹 に対 して のみ、実験1で何 も

出なか っ た方に疑似ダジャ レ （ダジ ャ レ の 前半部分 を

繰 り返 した もの）を呈示する条件を行 っ た。その他の

内容は実験1と同じで あっ た。参加者は大学生12名であ
っ た 。

　　　　　　　　　　結 果

　それぞれ の参加者におい て、最後の 6セ ッ シ ョ ン、つ

ま り最後の 60試行の データにつ い て、二 項検定を用い

て分析した結果、実験rで は11名中3名がダジャ レを有
意に選好 し、銘 では選好が安定 しない 、もしくは有意
な選好がみ られなか っ た。また、1名では位置選好がみ
られ、1名はダジャ レを有意に不選好 して い た。 実験2
で は、12名中8名が 「100」 よ りもダジ ャ レを有意に選

好 し、1名で選好が安定 しなかっ た。 3名は位置選好を
示 した。疑似ダジャ レ との 比較では 、 8名中6名がダジ

ャ レ を選好 した。2名はダジ ャ レを有意に選好しなか っ

た。

　　　　　　　　　　 考　察

　どちらの 実験でもダジ ャ レを選好 した者がお り，特
に実験2では過半数の 参加者がダジャ レ を選好した 。 こ

の こ とは ， ダジャ レが強化子 として機能する とい うこ

とを示唆して い るだろう。

　 しか し、実験1では実験2と比べ て ダジャ レを選好す
る参力睹 が少なか っ た。その 理由として 、 ダジ ャ レ と

い う日常で経験する刺激が実験環境に向かなか っ た、
予備調査で選ばれた ダジ ャ レ の 面白さが十分で なか っ

た 、 実験2で の 「100」 と呈示する こ とが嫌悪刺激とな
っ ていた、などが考えられるだろう。また、実駒 、2
ともに位置選好を示す参加者がみ られたこ とか ら、 ダ
ジャ レ の 強化効力には個人差が あるともい える の で 、
それ も影響 して い るか もしれない

。

　今後の展開として、先ほ どあげた問題点を改善した

うえで、参力睹 を子 どもや高齢 者、 外国人に代えた り

することを通 して、ダジ ャ レ の 強化子 として の機能や
特牲 を 、 よ り詳細に検討するこ とが挙げ られる 。 さら
に、実践場面を考慮 し、ダジャ レ を音韻呈示する条件
やダジ ャ レ（面 白さ）を反応 として扱 う条件を行 うこ と
も考え られ るだろ う。 面白さの朿「嫐 は、お金やお菓子

などとは異な り呈示 に際して もの が減るとい うこ とが
ない い とい う点、褒め言葉などとは異な り刺激の バ リ
エ ーシ ョ ン が無数に考えられるとい う点で 、 応用場面
で の有用な使用が期待される。

　また、ダジャ レ（面白さ）は他者 と共有 して も、強化
効力が減少 しない よ うに思える。強化子 として の ダジ

ャ レ は、他人 と報酬 （強化子）を共有することで、報
酬 の 価値が下がる、とい う社会割引現象の 解明に も、
貢献するか もしれない 。
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